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事業名 一般国道１号 原宿交差点改良 事業 一般国道 事業 国土交通省
区分 主体 関東地方整備局

起終点 横浜市戸塚区原宿 延長 ０．８３km
よこはま とつか はらじゅく

事業概要
国道１号及び環状４号の交差部(原宿交差点)を延長０．８３km区間において立体化する交差点改良事業
Ｓ６２年度事業化 Ｓ２１年度都市計画決定 Ｈ３年度用地取得着手 Ｈ１８年度工事着手

（ 、 ）Ｓ４６ Ｓ６２年度変更
全体事業費 １８８億円 事業進捗率 ５３％ 供用済延長 ０km
計画交通量 ４２，８００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 78/ 197億円 666/ 666億円 平成１８年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：615/615億円３．４ 事 業 費：75/195
億円 走行費用減少便益： 37/ 37億円(残事業) 維持管理費： 2/ 2

交通事故減少便益： 13/ 13億円８．６
事業の効果等
・慢性的な交通渋滞の解消 ・沿道環境の改善
・交通安全性の向上 ・横浜以東と藤沢・湘南以西のアクセス強化

関係する地方公共団体等の意見
・昭和61年7月 横浜市から原宿交差点立体化の要望有り

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
・取得用地を活用した暫定改良実施(H17.3)

＊H17.4事業認定(告示)・用地買収完了(H18.4)
・立体化工事に着手(H19.2)

事業の進捗状況、残事業の内容等
平成１８年４月に用地買収が全て完了。平成１９年２月から車道の切り替え工事に着手し、本格的な
立体化工事を行う予定である。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
昭和６２年度に事業化後、用地買収が難航し地元調整に時間を要したが、平成１８年４月に用地買収
が完了した。上り線を平成２０年末頃に開通予定。さらに、平成２１年度に下り線の完成を予定。

施設の構造や工法の変更等
立体化工事発注は高度技術提案型総合評価方式を活用。早期の渋滞解消を図るため工期短縮について
技術提案を求め約９０日の短縮を図ります。

対応方針
今後も引き続きエ事の促進を図り、整備効果の早期発揮を図るため、平成２１年度の立体化工事の完
成を目指す。

対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


